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　カーボンニュートラルに貢献する電気ボイラー特別企画

電気ボイラによるカーボンニュートラル
実現に向けて
西 岡　茂 昭　（にしおか しげあき）三浦工業株式会社 営業推進部 部長

要約　カーボンニュートラルに向けて産業熱の脱炭素化は重要で大きな課題となっている。従来は試験
設備やサウナ等の少量の熱源使用で使われていた電気ボイラが、「熱源のカーボンニュートラル化」とし
て注目され、産業熱としての需要から複数台設置等による大容量化対応が始まっている。ミウラでは長
年の電気ボイラ製造・メンテナンスノウハウと小型貫流ボイラで培った台数制御システム等より、この
ような需要家ニーズに応えつつ、産業熱の脱炭素化に貢献していく。

1． はじめに

ボイラとは、「水又は熱媒を圧力を有する状態で加
熱し、これを他へ供給する設備」をいい、蒸気ボイラ
とは「火気、燃焼ガス、その他の高温ガス及び電気に
より水又は熱媒を熱し、大気圧を超える圧力の蒸気を
発生させて、これを他に供給する装置」で、電気ボイ
ラは文字通り投入されるエネルギーが電気で、電気
ヒータにより水を蒸発させて蒸気を供給するボイラで
ある。電気ヒータ容量 10 kW で相当蒸発量約 15 kg/h
の出力が可能である。表 1に電気ボイラの仕様一覧、
図 1に電気ボイラのフローを示す。

表 1　仕様一覧

図 1　電気ボイラフローシート


